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令和５年度  北秋田市社会福祉協議会事業報告書 

■総 括 

団塊の世代がすべて後期高齢者になる「２０２５年問題」が目前となり介護ニーズ

の増大と人材確保が我が国の喫緊の課題となっています。労働力確保は全産業の課題

となっており賃金水準が低い介護業界はイメージの低迷もありより困難な状況に追い

込まれています。当地域の福祉人材不足もすでに顕著となり昨今は他法人の介護事業

所の閉鎖が相次ぎ業界の淘汰が急速に加速しています。令和５年度も介護難民の発生

を防ぐためケアマネジャーを中心にご利用者の振り分けをはじめ、在宅サービス事業

所では受け入れに奔走しました。新型コロナウイルス感染症が５類へと移行したもの

の福祉の現場においては大きな負担を強いられる中での利用者の受け入れとなりまし

たが、スケールメリットを駆使し一丸となって社会的使命を遂行いたしました。また、

当地域では介護保険利用者の減少が始まっており施設サービスと在宅サービスの需要

バランスが大きく崩れたことにより法人全体の収支にも大きな影響が表れました。地

域ニーズを見極めながらサービス供給を図り、定められた報酬の中でいかに生産性を

向上させていくかが、今後の法人経営及び地域の福祉サービスの維持に関わってきま

す。 

さらに、加速している大きな地域課題のひとつに自治会・町内会の担い手不足が挙

げられます。大館市の２つの自治会解散のニュースは市内の地域関係者にも大きな衝

撃が走りました。自治会・町内会を地域福祉推進基礎組織として位置づけ、様々な助

成支援・活動支援を展開しておりますが、少子高齢化や核家族化が進み地域住民の福

祉ニーズや生活課題が複合化、深刻化する中にあって、認知症の方を見守る地域連携

や災害時の共助にも関わる地域コミュニティーをいかに維持するかが今後、さらに問

われてきます。 

世界的なパンデミック、武力紛争を契機とした分断や平和の混迷、度重なる大規模

災害、そして社会的孤立の深刻化やセーフティネットの脆弱化など未来への不安が顕

著になっています。しかし、私たち福祉関係者は現状を嘆くだけではなく可能性を見

出していかなければなりません。多様な地域課題や制度の狭間に埋もれたニーズに向

き合い、地域市民の主体的な関わりの中で創造的な提案をしていくことが社協には期

待されています。これからも「地域共生社会の実現」に向けて、自治会町内会、民生

委員・児童委員はもとより福祉分野の枠を越えた幅広いネットワークを活かしながら

地域づくりの一翼を担って参ります。 

 

令和５年度の重点目標の１点目として、住民参加・協働による地域福祉事業の推進
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に取り組みました。認知症基本法の施行に合わせて、北秋田市社会福祉大会では若年

性認知症を題材とした映画を上映し認知症になっても希望を持って暮らせる地域づく

りを考える機会を提供しました。また、ＶＲ（バーチャルリアリティー）認知症体験

会をはじめ定期的に認知症カフェを開催するなど地域の方が認知症を正しく理解し、

支援の輪を広げていく取組みを積極的に展開しました。 

２点目の地域における支え合いの仕組みの構築では、自治会町内会をはじめとする

福祉活動への助成支援を行いました。サロンをはじめとする様々な福祉活動のメニュ

ーを提案するとともに地域の実情に合わせて展開できるよう柔軟に支援しました。ま

た、昨年は県内でも複数市町村が豪雨によって被災し災害が身近になっていたことか

ら災害ボランティア活動実践研修会を開催し自治会長や民生委員をはじめ事前登録団

体の参加を得て地域だからこそできる災害支援のあり方を考える機会となりました。 

３点目の地域に根ざした総合相談・援助体制の確立では、抱える問題が複雑化、多

様化している状況の中で地域包括支援センター、北秋田くらし相談センターと連携し

て多様な相談に対応しました。行政機関をはじめ他法人の相談事業所、商工会との連

携ケースもあり職員や相談員の専門性を高めながら対応できる体制づくりに取り組み

ました。 

４点目の社協会員の加入促進では、チラシの作成をはじめ広報における使途のＰＲ、

各種事業を通じた周知活動を実施しました。地区バランスの不均等是正に向けて、会

費を原資としている助成事業の申請要件に社協会費への協力を盛り込んだことで循環

型のしくみへの理解が浸透してきました。引き続き社協事業の見える化を図りながら

社協会員の加入促進に努めます。 

５点目の生活困窮者への相談支援の強化では、新型コロナウイルス感染症の影響下

で行った特例貸付借受人に対する生活再建支援、無料法律相談を経て債務整理が必要

な方への支援、生活保護制度では対応できないケースなど制度の狭間やつなぎ先がな

いケースに対しても行政、司法分野、労働分野、市内法人等と連携しながら自立支援

を行いました。また、フードバンクでは、東北コープだけではなく市内の企業・法人

や市民からも食品の寄付を受け付け困窮者世帯への支援につなげました。 

６点目の介護保険事業の経営改善では、月１回開催している法人経営会議にて月毎

の収支状況を共有し、生産性の向上に向け課題点を協議しながらボトムアップで改善

に向けた取り組みを行いました。各事業所で職場環境の整備をはじめ業務の明確化と

役割分担を再構築するとともに経験や知識の可視化にも取り組みました。また、介護

報酬改定に向けた国の審議過程を注視しながら次年度に向けた体制整備に努めました。 

７点目の法人全体のＩＴ化の促進と介護ロボット導入の検討については、導入して

いる介護スマートデバイスをより効果的に活用できるよう事業所単位でカスタマイズ

を実施しました。また介護現場では就寝中にバイタル測定を行うシステムやプライバ
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シーを守りながら利用者の行動を追跡する見守りシステムのデモをはじめ、介護職員

の負担軽減を目的としたパワースーツについてもデモを実施しました。 

８点目の外国人人材の確保・育成・定着については、特定技能外国人としてインド

ネシアから１７名を採用し就業を開始しました。また次年度に向けて令和６年３月に

も６名を採用しました。日本語学習をはじめ５年後の介護福祉士資格の取得に向けて

体系的なプログラムを用意するとともに、市内３か所にシェアハウスとして住居を確

保し、生活オリエンテーション、公的手続き等の補助支援、地域との交流支援を行い

ながら生活全般をサポートしました。今後も多様性を尊重し共に地域を支える福祉人

材として定着を図ります。 

９点目の組織体制の見直しでは、これまで合併前の旧４町単位で支所を組織してき

ましたが、北秋田市全体の管理体制へ移行するための準備を行いました。また、支所

に組み込まれていた在宅サービスをサービス種別ごとの管理体制に再編しました。さ

らに介護保険事業所の移転や統廃合を実施しサテライト化を進めながら事業の集約を

行いました。 

10 点目の総合的な権利擁護体制の構築では、当地域の後見ニーズの高まりに対応で

きるよう「北秋田市成年後見支援センター」を開設し成年後見制度を中心に権利擁護

支援の体制構築をはじめ相談窓口や啓発活動、申立支援等の事業を展開しました。各

種相談に対応する中で身元引受や医療同意などの身寄りがない方への支援に関する地

域課題も表出しており、官民を上げた対応が必要になってきています。 

 

 

1．会務の運営 

定款に基づき、適正な法人運営を図るため、理事会、評議員会を開催し、各種規程 

の見直しや住民参加の事業推進に取り組んだ。内部監査として、役員監事３名によ

り財務と業務の監査を年２回実施し、外部監査としては公認会計士から月に１回指

導を受け、透明性のある会計処理と財務状況の分析を行った。 

 

【理事会の開催】 

開 催 日 会   場 出席者 案   件 

令和５年 ６月 ５日 北秋田市森吉生活支援ハウス 理事１０名 

監事 ２名 

① 定款の変更について 

② 規程の制定及び改正について 

③ 令和４年度事業報告（案）並びに

収支決算（案）について 

④ 理事選任（案）の承認について 

⑤ 監事選任（案）の承認について 

⑥ 監事選任（案）の同意について 

⑦ 評議員会の招集について 

⑧ 職務執行状況の報告について 

⑨ 指導監査結果の報告について 
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令和５年 ７月１１日 北秋田市森吉生活支援ハウス 理事１２名 

監事 ２名 

① 会長、副会長の選任について 

② 常務理事の選任について 

 

令和５年１２月 ７日 北秋田市森吉生活支援ハウス 理事１２名 

監事 ３名 

① 令和５年度第１次補正予算（案） 

について 

② 評議員会の招集について 

③ 職務執行状況の報告について 

④ 北秋田市との協議について 

 

令和６年 ３月１４日 北秋田市森吉生活支援ハウス 理事１０名 

監事 ３名 

① 令和５年度第２次補正予算（案）

について 

② 規程の改正について 

③ 施設長等の選任及び解任について 

④ 令和６年度事業計画（案）並びに

収支予算（案）について  

⑤ 評議員会の招集について 

⑥ 北秋田市との協議について 

 

 

【監査会の開催】 

開 催 日 会   場 出席者 案   件 

令和５年 ５月３０日 北秋田市森吉生活支援ハウス ３名 ① 令和４年度事業報告並びに収支決

算について 

 

令和５年１１月３０日 北秋田市森吉生活支援ハウス    ２名 ① 令和５年度上半期事業報告並びに

収支決算について 

 

 

【評議員会の開催】 

開 催 日 会   場 出席者 案   件 

令和５年 ６月３０日 北秋田市森吉生活支援ハウス 評議員 

１６名 

理事 １名 

監事 ３名 

① 定款の変更について 

② 社会福祉法人北秋田市社会福祉協

議会役員報酬及び費用弁償に関す

る規程の制定について 

③ 令和４年度事業報告（案）並びに

収支決算（案）について 

④ 理事の選任について 

⑤ 監事の選任について 

⑥ 指導監査結果の報告について 

 

令和５年１２月１５日 北秋田市森吉生活支援ハウス 評議員 

  ２０名 

理事 １名 

① 令和５年度第１次補正予算（案）

について 

② 北秋田市との協議について 

 

令和６年 ３月２６日 北秋田市森吉生活支援ハウス 評議員 

１７名 

理事 １名 

① 令和５年度第２次補正予算（案）

について 

② 令和６年度事業計画（案）並びに

収支予算（案）について 

③ 北秋田市との協議について 
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【正副会長会議】 

開 催 日 会   場 出席者 案   件 

令和５年 ６月 ５日 北秋田市森吉生活支援ハウス    ３名 ① ６月５日開催の理事会に上程す

る議案について 

令和５年１２月 ７日 北秋田市森吉生活支援ハウス ３名 ① １２月７日開催の理事会に上程

する議案について 

令和６年 ３月１４日 北秋田市森吉生活支援ハウス ３名 ① ３月１４日開催の理事会に上程

する議案について 

 

【法人経営会議】 

  毎月１回、「増収と経費削減」に向け、幹部職員、現場の職員が一堂に会し協議し

ている。職員の経営感覚の醸成、意識改革につながっている。 

 

【支所長会議】 

  毎月１回、各支所長、部長、施設長等の管理職が出席し、各支所施設の情報の交

換伝達及び事務事業の調整を行っている。 

 

【運営会議】 

  毎月１～２回、各センター（事業所）、各施設において情報の共有と連絡調整を行

っている。法人の方針や事業内容の周知がなされている。 

 

【苦情解決会議】 

  毎月１回、各センター（事業所）、各施設において事務局、現場の職員が一堂に会

して利用者の方からの苦情に対して真摯に取り組む体制づくりに努めている。職員

のリスクに対する意識を高め、リスクマネジメントの徹底を図った。苦情とヒヤリ

ハットは小さな事柄でも常に報告し、全職員がサービスの向上と改善、再発防止に

努めている。 

 

【安全衛生委員会】 

  毎月１回、労働災害防止の取り組みや職員の健康管理を目的に安全衛生委員会を

開催している。職場での災害の防止、疾病予防として基本となるべき対策を衛生管

理者、産業医の指導を受けて取り組んでいる。 
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【安全運転委員会】  

 職員の交通安全に対する意識を高め、職員による交通事故の防止の徹底を図るこ

とを目的に各事業所の安全運転管理者、副安全運転管理者が隔月（偶数月）に安全

運転委員会を開催し、事故、ヒヤリハットを報告し合い、再発防止策を検討し職員

への適切な安全運転教育を行っている。 

冬季のスリップ事故や、雪に隠れた障害物への衝突事故が増加傾向にあり、安全

確認の方法について見直しを図ったうえで事故防止に取り組んでいる。 

 

【各種委員の派遣状況】 

 １．秋田県認知症介護指導者の派遣 

地域福祉課くらし相談係係長 成田啓悦、ケアタウンたかのす短期入所生活介護

事業所ユニットリーダー 松橋美樹子を秋田県社会福祉協議会主催の認知症介護研

修の講師として派遣した。 

開 催 日 会議等名称 会  場 内  容 派遣者 

令和５年 

５月２５日 

６月１４日 

６月２９日 

８月９日 

認知症介護 

実践者研修（第１回） 

秋田市 

秋田県社会福祉会館 

指導「認知症ケアの理念

倫理と意思決定支援」 

指導「実習の課題設定」 

指導「経過報告会」 

指導「自施設実習評価」 

成田 

松橋 

令和５年 

８月２４日 

９月１５日 

１０月３日 

１１月２１日 

認知症介護 

実践者研修（第２回） 

秋田市 

秋田県社会福祉会館 

講義「認知症ケアの理念

倫理と意思決定支援」 

指導「実習の課題設定」 

指導「経過報告会」 

指導「自施設実習評価」 

松橋 

令和５年 

７月６日 

１２月１３日 

認知症介護基礎研修 

（第１回） 

（第２回） 

秋田市 

秋田県社会福祉会館 

指導「認知症の人の理解

と対応の基本」 

「認知症ケアの実践上の

留意点」 

松橋 

令和５年 

９月２９日 

１０月１３日 

１０月２７日 

１２月８日 

認知症介護 

実践リーダー研修 

秋田市 

秋田県社会福祉会館 

講 義 「 職 場 内 教 育

（OJT）の方法の理解」 

指導「実習の課題設定」 

指導「経過報告会」 

指導「自施設実習評価」 

成田 

令和５年 

１０月３日 

第１回認知症介護カリ

キュラム検討委員会 

オンライン 令和６年度認知症介護研

修カリキュラムについて 

成田 

松橋 

令和６年 

２月２２日 

第２回認知症介護カリ

キュラム検討委員会 

オンライン 認知症介護研修の総括 

次年度研修計画の検討 

成田 

松橋 
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２．北秋田市地域医療連携センター運営委員の派遣 

 ケアタウンたかのす支援相談員 岩谷華子、北部地域包括支援センター長 森山

祐行、ケアプランセンターひだまり管理者 髙橋トモ子を北秋田市地域医療連携セ

ンター運営協議会の委員として派遣し、医療・介護・行政との連携に努めた。 

開催日 会議等名称 会 場 内 容 派遣者 

令和５年 

６月２６日 

第 1 回北秋田市地域医

療連携センター運営協

議会 

北秋田市民病院３階

大会議室 

事業報告 

事業計画（案） 

各専門部会への問題提起

等 

森山 

岩谷 

髙橋 

 

３．北秋田市支え合い推進委員の派遣 

  地域包括ケアシステム構築に向けた第一層協議体の委員として地域福祉部長 野

崎 祐、北部・中部・南部包括支援センターから各 1 名を委員として派遣し、体制

づくりの推進に努めた。 

開 催 日 会議等名称 会  場 内  容 

令和５年 

５月２３日 

第１回推進会議 市役所大会議室 北秋田市地域公共交通計画について 

消費者安全確保地域協議会報告 

資源リストの作成について 

令和６年 

１月２３日 

第２回推進会議 市役所大会議室 消費者安全確保地域協議会報告 

ラストワンマイル支援現況調査 

資源リスト作成について 

 

４．自殺予防対策委員の派遣 

自殺予防対策として鷹巣阿仁地域自殺予防ネットワーク会議並びに北秋田市心の

健康づくりネットワーク会議の委員に地域福祉部長 野崎祐を派遣し自殺対策の推

進に努めた。 

開 催 日 会議等名称 会  場 内  容 

令和６年 

３月１１日 

北秋田市いのち支える

自殺対策計画策定・評

価委員会及び北秋田市

心の健康づくりネット

ワーク会議 

北秋田市保健センタ

ー 

・北秋田市自殺統計について 

・第２期自殺対策計画（案）につい

て 

 

 ５．秋田県地域医療構想調整会議委員の派遣 

  医療計画において定める将来の病床数の必要数を達成するための方策その他の地

域医療構想の達成を推進するために必要な事項について、北部地域包括支援センタ

ー長 森山祐行を派遣し協議を行った。 
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開 催 日 会議等名称 会  場 内  容 

令和５年 

６月１５日 

第 1 回地域医療構想調

整会議 

オンライン会議 二次医療圏の見直しについて 

令和５年度の地域医療構想関係スケジュ

ール 

令和５年 

９月７日 

第２回地域医療構想調

整会議 

オンライン会議 地域医療構想の推進について 

次期医療保健福祉計画策定に係る住民説

明会の実施について 

令和６年 

３月２８日 

令和５年度第１回地域

医療構想調整会議合同

会議 

オンライン会議 今後の地域医療構想について 

 

 ６. 北秋田市総合戦略検証会議委員の派遣 

  第２次北秋田市総合計画及び北秋田市まち・ひと・しごと創生総合戦略の客観的

な評価・検証を行う会議にケアプランセンターひだまり 佐藤真弓を派遣し、地域

創生の確実な実施につなげるための意見交換を行った。 

開 催 日 会議等名称 会  場 内  容 

令和５年 

８月２３日 

第１回北秋田市総

合戦略検証会議 

市民ふれあいプラザ

「コムコム」 

総合戦略・総合計画の評価と検証 

 

７．北秋田市高齢者福祉事業運営委員の派遣 

  高齢者福祉事業、介護保険事業及び地域包括支援センターの適切な運営、公正中

立性の確保、サービス等及びセンターの円滑、かつ、適正な運営を図るための必要

な事項について、介護老人保健施設看護長 撫養喜美子、ケアプランセンターひだ

まり管理者 髙橋トモ子を派遣し協議を行った。 

開 催 日 会議等名称 会  場 内  容 

令和５年 

６月２０日 

第１回委員会 市役所本庁舎 

大会議室 

・地域包括支援センター事業について 

・高齢者福祉計画、第９期介護保険事業計

画について 

令和５年 

９月１９日 

第２回委員会 市役所本庁舎 

大会議室 

・高齢者福祉計画、第９期介護保険事業実

施状況報告について 

・各種調査結果について 

・高齢者福祉計画、第９期介護保険事業計

画策定について 

令和５年 

１１月２８日 

第３回委員会 市役所本庁舎 

大会議室 

・高齢者福祉計画、第９期介護保険事業計

画について 

令和６年 

２月１３日 

第４回委員会 市役所本庁舎 

大会議室 

・高齢者福祉計画、第９期介護保険事業計

画について 
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【市社協新人職員研修】 

  新人職員が社協職員としてのアイデンティティや仕事に対する姿勢の確立、基礎

的な業務の進め方、福祉サービスの心構え等を身につけてもらうことを目指し新人

職員研修を実施した。 

令和５年４月３・４日   １０名 

 

【資格取得奨励】 

職員にとって確かな知識と高い技術を身につけることは不可欠であり、職員の資

格取得を奨励している。結果として、令和５年度においては新たに介護福祉士１名、

精神保健福祉士１名が合格した。 

 

【新型コロナウイルス感染症対策について】 

  第５類に移行したものの職員及び利用者の安全確保のため感染対策チームの会合

を２回開催し定期的に感染者情報の把握、感染対策の協議、行動指針の改訂等を行

い、常に最新の情報発信を行いながら利用者及び職員の安全確保に努めた。 

・職員行動指針の作成（～第２1版） 

・事業所毎のＢＣＰ（業務継続計画）の見直し 

・衛生用品及び備品の確保（通年） 

・抗原検査キットの無料配布(～９月末で終了) 

 

 

２、総合企画・啓発活動 

① 第１９回 北秋田市社会福祉大会 

・開催日  令和５年１１月１０日 

・会 場  北秋田市文化会館 

・参加者  ３００人（入場者数制限） 

・テーマ  「ともに生きる豊かな地域社会を目指して」 

・映画上映 「オレンジ・ランプ」 

今年度も新型コロナウイルス感染拡大防止のため人数制限し、客席の間隔を開ける

など対応した。 

式典では、北秋田市社会福祉協議会会長表彰として、地域社会奉仕功労１団体、民
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生委員児童委員従事者功労１名、社会福祉施設従事者功労３０名、社会福祉協議会従

事者功労７名を表彰した。秋田県共同募金会会長表彰（伝達）では民生委員児童委員

従事者功労１名を表彰した。 

若年性認知症と診断された夫とその妻の軌跡を実話に基づいて描いた物語を上映し

認知症本人や家族が認知症とどのように向き合えば笑顔で暮らせるか、認知症になっ

ても安心して暮らせる社会について考える機会を提供した。 

来場アンケートからは「認知症になっても何もできない終わりではないということを

思いました」「認知症を恐れていましたが今後なっても受け入れてありのままに楽しく生

きて行こうと思いました」というご意見もいただいた。 

 

② 「ケアタウンたかのす」における啓発活動 

開 催 日 事業名 内  容 

中 止 桜まつり 新型コロナウイルス感染予防の観点から中止した。 

中 止 花の広場 新型コロナウイルス感染予防の観点から中止した。 

随時 夏祭り 全体ではなく各事業所単位での開催。 

随時 敬老式 全体ではなく各事業所単位での開催。 

中 止 忘年会 新型コロナウイルス感染予防の観点から中止した。 

随時 施設見学の受け入れ 

 

 

ボランティア・実習の受入れ 

施設への理解を深めていただくために、見学受け入れを

随時行っている。 

 

受入れ人数１１人 

※新型コロナウイルス感染予防の観点から、補助器具セ

ンターへの見学が主。 

 

③ 「もろび苑」における啓発活動 

・令和５年７月２８日 納涼祭        入居者のみで実施 ４８名参加 

・令和５年９月２１日 敬老式        入居者のみで実施 ４９名参加 

・令和５年９月２７日 レクリエーション大会 入居者のみで実施 ４９名参加 

（今年度より運動会からレクリエーション大会へ変更） 

・令和５年１２月４日 阿仁学園３・４年生の課外授業の受け入れ及び交流会 

３・４年生１２名 入居者３５名参加 

 

④ 「つむぎの彩」における啓発活動 

  新型コロナウイルス感染予防のため全て中止とした。 

 

⑤ 社協だよりの発行 
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・発行月  令和５年４月、７月、１０月 

令和６年１月（年４回） 

・部 数  １３，４２０部 

・内 容  地域の福祉活動、在宅福祉サービス、介護サービス、共同募金等の

記事を掲載した。地域包括支援センターのお知らせや赤い羽根募金

箱設置店舗・企業紹介などを掲載して情報発信を行っている。 

引き続き、情報の周知を図っていく。 

 

⑥ 苦情解決第三者委員相談日 

新型コロナウイルス感染予防のため、相談日は開催中止。 

 

⑦ 苦情解決第三者委員会 

令和５年１０月４日開催。４名の委員への委嘱状交付並びに研修会を実施。地域福

祉部長の野崎 祐を講師に、研修会を実施。（『北秋田市の権利擁護制度の理解』） 

 

 

３、福祉を支える人づくり 

① 介護職員初任者研修 

 <高校生向け初任者研修> 

・開催日  令和５年７月２２日～８月３１日 

・会 場  北秋田市民ふれあいプラザコムコム、補助器具センターたかのす 

・受講生  高校生８名 

 北秋田市の委託事業として北秋田市在住の高校生を対象に行う研修も８年目とな 

った。令和６年４月以降、介護職の資格義務化が必須となった為、受講生も増加し

た。 

<一般向け初任者研修> 

・開催日  令和５年１０月１７日～令和６年３月１２日 

・会 場  補助器具センターたかのす 

・受講生  ９名 

介護人材の養成を図るため開講し、１６年目を迎えた。法人職員にとってスキル

アップの研修となっているが、地域の方の参加が年々減少している。開催期間や周
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知方法などの見直しが必要になっている。 

 

②  福祉体験学習 

・開催日  令和５年１１月９日 

・参加者  鷹巣小学校４年生 ４５名 

・内 容  高齢者疑似体験を通して高齢者への理解を深めるとともに福祉の仕

事の大切さを考える機会を提供した。 

 

③  仕事博覧会、仕事ガイダンスへの参加 

・令和５年７月４日、秋田県主催のお仕事博覧会へ参加し地域の中学生に対して

福祉の仕事をＰＲし将来の進路選択の幅を広げるきっかけづくりを行った。 

・令和５年１０月３０日、鷹巣中学校校内ハローワークにケアタウンたかのす介

護長 鈴木美香子を派遣し、介護職の仕事ややりがい、魅力について紹介し、

生徒に勤労観、職業観を身につけさせるキャリア教育への支援を行った。 

 

④  市民向け公開講座（VR 認知症体験会） 

当初、夏休み期間中の小学生を対象としたボランティアスクールとして企画した

が応募がなかったため、市民向けのＶＲ（バーチャルリアリティー）認知症体験会

へ変更して実施。１７名の市民の方が参加した。専用ゴーグルを着用しながら認知

症の方の世界を疑似体験することによって病気の理解を深め、対応方法の注意点を

学んだ。 

 

⑤ 福祉教育応援事業 

年度 

地区名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

たかのす 
件  数 ７ ７ ７ 

助成金額（円） ２８０，０００ ２８０，０００ ２８０，０００ 

あいかわ 
件  数 ２ ２ ２ 

助成金額（円） ８０，０００ ８０，０００ ８０，０００ 

もりよし 
件  数 ３ ３ ３ 

助成金額（円） １２０，０００ １２０，０００ １２０，０００ 

あ  に 
件  数 ３ ３ １ 

助成金額（円） １２０，０００ １２０，０００ ８０，０００ 

合  計 
件  数 １５ １５ １３ 

助成金額（円） ６００，０００ ６００，０００ ５６０，０００ 
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北秋田市内の小、中、高等学校、義務教育学校阿仁学園、県立比内支援学校たかの

す校（計１３校）の児童・生徒の福祉に対する理解と関心を深め、地域に根ざした福

祉教育を実践していただくために各校４０,０００円（阿仁学園は前期課程・後期課程 

合計８０,０００円）の助成を実施した。新型コロナウイルス感染症が５類へ移行とな

り地域との交流や施設訪問の再開が見られた。 

 

⑥ 生活支援サポーター養成講座 

住民主体による生活援助や隣近所の見守りなど、生活支援に特化した担い手の養成

講座を北秋田市より受託して実施した。相互に支え合う体制づくりを目指し、介護保

険制度の目的やしくみ、傾聴の考え方や心構え、認知症の正しい理解などについて講

座を実施した。 

 今年度は合川公民館で開催し、合川地区の民生委員や中部包括支援センターからの 

案内により参加いただいた。また、講座の内容を凝縮した出前講座型開催も計画し、 

合川三木田自治会へ訪問した。 

   （集合型開催） 

   ・開催日  令和５年７月２５日 

   ・会 場  合川公民館 

   ・参加者  ８名 

   （出前型開催） 

   ・開催日  令和５年１０月１１日 

   ・会 場  三木田自治会館 

   ・参加者  ７名 

 

⑦ 資格取得実習生の受け入れ 

  令和５年５月２９日～７月１５日、９月４日～９月７日に理学療法科臨床実習３

名を介護老人保健施設ケアタウンたかのすにて受け入れた。 
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４、健康と生きがい、仲間づくり活動の推進 

① 地域福祉活動支援事業 

年度 

地区名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

たかのす 
件 数 ２１ ２０ ２２ 

助成金額（円） ９０１，０００ １，０１３，５００ １，１３４，０００ 

あいかわ 
件 数 １１ １１ １０ 

助成金額（円） ４２０，５００ ４３６，５００ ３４２，５００ 

もりよし 
件 数 ２１ ２０ １９ 

助成金額（円） ８８５，５００ ８８６，０００ ８７０，０００ 

あ  に 
件 数 １１ １０ １０ 

助成金額（円） ４２３，５００ ３８０，４１１ ３９１，５００ 

合  計 
件 数 ６４ ６１ ６１ 

助成金額（円） ２，６３０，５００ ２，７１６，４１１ ２，７３８，０００ 

これからの福祉活動の在り方を提案しながら運用を進めた。市全体として横ばい

だが近隣自治会に触発されて新たに活動を始めた地区もあった。また、引き続き衛

生用品助成も助成対象項目へ加え、１２団体より申請があった。 

申請団体の実践報告をまとめた活動報告書を作成し、社協会費のＰＲをはじめ、

実施していない自治会町内会への周知活動、啓蒙活動も実施した。 

（衛生用品助成） 

地区名 申請団体 助成金額（円） 

たかのす ７団体 ４６，１５９ 

あいかわ ２団体 １３，０３６ 

もりよし ２団体 １４，６０６ 

あ  に １団体 ２，４３４ 

合  計 １２団体 ７６，２３５ 

 

② ボランティア活動保険助成 

ボランティア活動保険には１８団体３３４名の加入があった。充実したボランテ

ィア活動を継続的に行っていただくためにも、保険加入への周知を図りたい。 

 

③ 除雪ボランティア活動 

地区名 実施日 対象世帯 実施団体 

たかのす 
令和６年１月１９日 

    １月２９日 

３世帯 

３世帯 

比内支援学校 

あ  に 令和６年１月３１日 １世帯 阿仁学園 

除雪が困難な高齢者世帯、障がい者世帯の方々を対象に実施。各学校の地域貢献
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活動の一環として依頼を受け、民生委員の協力を得ながら対象世帯を選定しコーデ

ィネートした。暖冬で積雪量も少なかったが、手の届かないところの除雪を実施し

大変喜ばれた。 

 

④ 災害ボランティア事前登録団体 

  ７月の豪雨災害において災害ボランティアセンターを立ち上げた秋田市、五城目町に

対して秋田県社会福祉協議会の要請を受け職員７名を派遣し、延べ１９日間にわたりセ

ンターの運営支援を行った。また、災害備品の貸し出しも実施し後方支援も併行して行

った。 

  また、災害研修では地域住民同士だからこそできる支援の在り方を講義とグループワ

ークを通じて共有した。 

災害ボランティア活動実践研修会 

・開催日  令和５年１０月１２日 

・会 場  合川公民館ホール 

・参加者  自治会町内会長、民生委員、災害ボランティア事前登録団体ほか 

 ５０名 

・内 容  講義『災害時の救援活動とボランティア・地域の実情』 

      演習『災害初期の地域における支援活動』 

      講師 特定非営利活動法人にいがた災害ボランティアネットワーク 

         理事長 李 仁鉄 氏 

 

⑤ 高齢者世帯歳時買い物支援事業の開催  

一人暮らし高齢者世帯や高齢者夫婦世帯など、普段外出する機会の少ない高齢者を対

象に社会参加、仲間づくりを目的に開催。交通機関の不自由さや高齢者の閉じこもりな

ど地域福祉課題の解決に向けた活動にもつながった。 

  ・開催日  令和５年８月１０日（阿仁前田地区） 

令和５年１２月２７日（鷹巣地区） 

令和６年３月１５日（阿仁地区） 

  ・場 所  市内ショッピングモール 

  ・参加者  延べ１２名 
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⑥ 当事者団体への支援 

会計及び事務局：身体障がい者協会、手をつなぐ育成会、遺族連合会、ボランテ 

ィア連絡協議会 

  事 務 補 助：老人クラブ連合会 

 

⑦ 除雪機及び福祉車輌貸出事業 

福祉車両は様々な団体に活用していただき喜ばれた。除雪機は暖冬の影響もあり

貸し出しは無かった。 

  （たかのす地区） 

   ・除雪機       貸出件数０件 

   ・福祉車両      貸出件数３８件 延べ利用者５７５人 

（あいかわ・もりよし地区）  

・除雪機       貸出件数０件 

 ・福祉車両      貸出件数６２件  延べ利用者９２５人 

 

 

５、地域福祉活動の推進 

① 地域安全活動 

当会は北秋田警察署と地域安全に関する覚書を締結しており、交通事故や犯罪の

ない地域をめざして地域見守りネットワークに取り組んでいる。虐待が疑われるケ

ースや孤独死の情報提供なども寄せられ、地域安全活動に寄与する部分も多様化し

てきている。 

  

② 認知症高齢者等見守りネット事業 

年度 

登録内訳 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

登録利用者数  ３４ ２６ １７ 

登録協力者数（個人） ２ ２ ２ 

登録協力者数（団体） １６ １６ １６ 

登録協力者数（事業所） ５３ ５３ ５３ 

認知症の方が住み慣れた地域で安心して生活出来るように、あたたかく見守る仕組

みづくりとして各関係機関と、地域住民の協力のもとで事業を展開した。 

令和５年度新規登録利用者は２名。登録利用者の施設入所や死亡などにより登録者 
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数は減少している。登録利用者の捜索依頼は無かったが、北秋田警察署からの依頼で

管内社協職員へ行方不明捜索依頼を配信したケースが１件あった。今後も各関係機関

との連携、事業の強化に努めたい。 

 

③ たすけあい資金貸付事業 

年度 

地区名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

たかのす 

貸付件数 7 8 6 

貸付金額（円） 285,000 403,000 230,000 

償還金額（円） 371,000 296,000 405,000 

あいかわ 

貸付件数 5 貸付件数 2 

 

貸付件数 1 

貸付金額（円） 152,000 

償還金額（円） 97,000 貸付金額 150,000 

 

貸付金額 50,000 

もりよし 

貸付件数 0 

貸付金額（円） 0 償還金額 163,000 

 

償還金額 55,000 

償還金額（円） 10,000 

あ  に 

貸付件数 1 0 2 

貸付金額（円） 50,000 0 100,000 

償還金額（円） 40,000 30,000 25,000 

合  計 

貸付件数 13 10 9 

貸付金額（円） 487,000 553,000 380,000 

償還金額（円） 518,000 489,000 485,000 

借入理由としては、生活費や電気、電話代が多かった。貸付件数は減少しているが、

繰り返し借入する方も多く、収入の安定や生活の立て直しは難しい現状がある。 

償還に関しては、年２回の督促状、電話や訪問での償還指導を行いながら滞納世帯

の状況把握に努めている。 

複合的な課題を抱え生活困窮に至っている世帯からの相談が多く自立相談支援事業

やフードバンク事業と一体的にすすめている。物価高騰も続いており、今後も関係機

関や民生委員と連携しながら世帯の自立促進を図っていく。 

あいかわ・もりよし地区で、借受人・連帯保証人双方とも住所地不明のため、１件

（１５，０００円）の償還を免除し欠損処理を行った。 

【たすけあい資金運営委員会】 

開 催 日 会   場 出席者 内    容 

令和５年７月１２日 

 

もりよし生活支援ハウス １０名    令和４年度貸付・償還状況について

（貸付・完済件数、督促状送付並び

に家庭訪問等の状況） 
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④ 生活福祉資金貸付事業  

年度 

地区名 

令和３年 

通常貸付 

令和３年 

特例貸付 

令和４年 

通常貸付 

令和４年 

特例貸付 

令和５年 

通常貸付 

たかのす 

貸付件数 3 27 4 2 3 
貸付金額

（円） 
422,000 10,900,000 1,099,000 200,000 719,000 

あいかわ 

貸付件数 0 5  

貸付

件数 

 

0 

 

 

貸付

件数 

 

0 

 

0 

貸付金額

（円） 
0 1,900,000 0 

もりよし 

貸付件数 0 5  

貸付

金額 

 

0 

 

 

貸付

金額 

 

0 

 

0 

貸付金額

（円） 
0 1,650,000 0 

あ  に 

貸付件数 0 0 0 0 2 

貸付金額

（円） 
0 0 0 0 336,000 

合  計 

貸付件数 3 37 4 2 5 

貸付金額

（円） 
422,000 14,450,000 1,099,000 200,000 1,055,000 

貸付の内訳としては、引越しに伴う福祉費、離職し転職に向けた生活支援費など。

借受人の収入が不安定ながらも生活上必要な費用として貸付に至っており、今後の償

還状況の見守りが必要と思われる。 

新型コロナウイルスの影響による特例貸付の約半数が住民税非課税などの理由で償

還免除となっている。しかしその半数の方が償還開始となっており、滞納している方

も多い。訪問や電話等により生活状況の把握に努め、個々の状況に応じたフォローア

ップ支援が今後の課題となっている。 

 

⑤ きたあきた権利あんしんセンター 

・日常生活自立支援事業 

年度 

地域名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

たかのす 

実利用 

者数 

２６ ２９ ３０ 

あいかわ １ 
７ ６ 

もりよし ７ 

あ  に ２ １ １ 累計実利用者数 

契約数 ９ ８ ５ ４２ 

解約件数 ４ ７ ５ 年度末利用実人員 

合  計 ５ １ ０ ３７ 

本事業利用についての相談の他に身元引受人や親族がいないことや、土地や相続に

ついての問題が絡み本事業の枠に収まりきれないようなケースの相談が増えた。 
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また、利用者の中でも認知症高齢者の方に判断能力の低下が見られているため、本

事業ではなく成年後見制度の利用を促すべきケースも徐々に増加している。 

・法人後見事業 

昨年度から引き続き２件の後見を受任している。裁判所や法人後見運営委員会と連

携しながら身上監護、財産管理を実施している。 

 

類型 
受任 終了 

後見 ２ ０ 

保佐 ０ ０ 

補助 ０ ０ 

任意後見 ０ ０ 

 

⑥ 北秋田市成年後見支援センター 

  令和５年度 

相談 １１８ 

利用促進（申立支援等） ２５ 

後見人支援 １４ 

任意後見 ０ 

・出前講座やセミナーの実施 

月 内 容 

５月１９日 
鷹巣地区民生委員児童委員定例会 

「社会福祉協議会と民生委員との関連性」 

７月１４日 
介護支援専門員向け研修会 

「成年後見支援センターの設置意義と地域連携」 

９月２１日 
身体拘束・虐待防止委員会 

「権利擁護制度と意思決定支援」 

１０月４日 
第三者苦情解決委員会 

「北秋田市の権利擁護制度の理解」 

１１月１５日 

地域医療連携会認知症部会 

「北秋田市の権利擁護制度の基礎理解」（講話） 

「高齢、独り暮らしの認知症の方にどう介入するか」（ワー

クショップ） 

１２月１１日 

成年後見制度利用促進法における中核機関の役割と実務研修

ｉｎ北秋田 

「権利擁護支援の取り組み」 

２月１３日 
合川地区民生委員児童委員定例会 権利擁護に関する研修会 

「あなたと私の権利擁護」 

市の委託事業として「北秋田市成年後見支援センター」を開設した。市の中核機関

として関係機関・団体との地域連携ネットワークの構築を行うとともに新聞への記事

の掲載、関係機関にチラシの配布、各出前講座やセミナーを実施してセンターや成年

後見制度についての周知活動を行った。また、申立手続や申立書類作成に係る支援を

はじめ後見人支援業務を行った。 
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潜在化している地域ニーズを調査するため当地域における『後見制度に係る地域状

況調査』を行い報告書にまとめるとともに北秋田市を会場に開催された全国権利擁護

支援ネットワークによる実務研修会において実践報告を行った。制度では解決に至ら

ないケースをはじめ専門職に過度に依存している困難ケースも多くなっているため、

行政や関係機関をはじめ家庭裁判所や司法分野を巻き込みながら北秋田市における権

利擁護支援のしくみづくりにも取り組んでいく。 

 

⑦ 北秋田くらし相談センター  

年度 

区分 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

本人特定の新規実人員数 86 78 62 

自立相談支援プラン作成 13 4 7 

家計改善支援事業プラン 0 2 1 

生活困窮者自立支援法に基づき、自立相談支援事業と家計改善支援事業を北秋田市

から受託して行っている。前年度に引き続き、コロナ禍に伴う給付や支援が終了した

ことで、従前から抱えていた生活課題が表出してきている世帯が散見される。経済的

な困窮だけでなく、病気や障害・家庭不和・孤立・ひきこもり等複合的に課題を抱え

る相談が多い。 

＜支援調整会議＞ 

司法・就労・社会福祉施設・障害・行政等関係機関の委員の皆さんと、支援プラ

ンの決定・確認・評価、課題を検討し、時々のテーマに関する学習や情報交換を行っ

ている。令和５年度は６回開催。 

＜研修・その他会議等＞ 

生活保護受給者等就労自立促進事業協議会、ひきこもりに関する各種研修会・連

絡会、弁護士会主催の高齢者・障がい者に関する学習懇談会などに参加している。 

＜居場所支援活動＞ 

引きこもりがちな方の居場所づくり活動を行う民間団体と連携している。また、

医療機関や専門の支援機関に繋いだりしている。 
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＜フードバンク＞ 

年度 

区分 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

フードバンク利用実人数 28 34 26 

フードバンク利用延べ回数 61 65 58 

企業や個人からの寄付された食料や生活必需品を、一時的に食料支援を必要とする 

方に提供している。市内の社会福祉法人から定期的に寄付をいただくなど、活動の浸

透が感じられる。 

高齢者の経済的困窮と孤立に起因する利用も引き続き多い。 

 

⑧ ほほえみ祝い金 

年度 

地区名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

たかのす 

贈呈者数 

５６ ５２ ５３ 

あいかわ ９ ９ １０ 

もりよし １１ ９ ６ 

あ  に ２ ４ ２ 

合    計 ７８ ７４ ７１ 

共同募金の助成金により民生委員児童委員、自治会長を通して出生のお祝い金と買

い物バッグをお届けしており喜ばれている。令和５年度よりお祝い金を１０，０００

円としている。 

子育て世帯と地域内の支援ネットワークづくりのためにも、継続して実施する。 

 

⑨ 高齢者世帯防火指導 

地区名 実 施 日 対象世帯 

たかのす 

令和６年１月１５日 

令和６年１月１６日 

令和６年１月１７日 

２世帯 

３世帯 

１世帯 

あいかわ、もりよし 
令和６年２月１４日 

令和６年２月１５日 

７世帯 

４世帯        

あ  に 中止 ０世帯       

一人暮らし高齢者等を消防署員とともに訪問しストーブや仏壇、ガスコンロ等火の

元の管理、避難経路の確保、コンセントの配線状況等を一緒に確認するとともに、共

同募金の配分金を活用して火災警報器を適宜設置した。また、救急医療キットの記載

内容や有事の際のネットワークの確認も実施した。 

あに地区に関しては消防署との連携は無かったが、社協職員のみで実施した。 
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⑩ 備品等貸出事業 

介護用品 

年度 

地区名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

たかのす 

延利用 

者数 

４７ ３４ ３１ 

あいかわ ６ １０ ４ 

もりよし ８ ５ ２ 

あ  に ５ ４ ４ 

合    計 ６６ ５３ ４１ 

緊急的に福祉用具が必要な方へ、車イスや吸引器などを無料で貸し出しており喜ば

れている。今後も定期的な機器のメンテナンス・消毒を実施し、安全性の確保に努め

たい。今年度途中より痰吸引機については耐用年数の大幅超過により貸出用品より除

いた。 

レクリエーション備品     

年度 

区分 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

たかのす ７８  ５０ ６９ 

あいかわ ４３ ３４ ４４ 

もりよし １９ １３ １７ 

あ  に １３ １４ ２１ 

合  計 １５３ １１１ １５１ 

自治会町内会のサロン活動をはじめボランティア団体や保健センター主催のイベン

トへの無料貸し出しもあった。 

 

⑪ 無料法律相談   

開 設 日 相談者 担当弁護士 

令和５年 ４月２７日 ２人 藤原美佐子弁護士 

令和５年 ６月２２日 ４人 〃 

令和５年 ８月３１日 ６人 〃 

令和５年１０月１９日 ６人 〃 

令和５年１２月２１日 ５人 〃 

令和６年 ２月２９日 ７人    〃 

北秋田市は弁護士空白地域で、法律相談のニーズは高い。令和５年度の傾向とし

ては、５０代～７０代の利用が多く、借金や金銭トラブルに関する相談が多かった。 

 

⑫ 個別避難計画作成業務 

災害対策基本法に基づき、自治体には避難行動要支援者個別避難計画の作成が義務
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づけられているため、作成にあたっては市より委託を受けて、平素より利用者への福

祉支援を行っている相談員、介護支援専門員が行った。災害時に避難支援を行う人や

避難経路、自宅見取り図を記載し、円滑かつ迅速な避難を図るための体制づくりを支

援した。 

事 業 所 名 同意書作成 

件数 

計画書作成 

件数 

ケアプランセンターひだまり ４２ ３２ 

ケアタウンたかのす居宅介護支援事業所 １９ １４ 

あいかわ社協居宅介護支援事業所 １２ ５ 

もりよし社協居宅介護支援事業所 ７ ６ 

あに社協居宅介護支援事業所 ３ １ 

北秋田市北部地域包括支援センター ７ ４ 

北秋田市中部地域包括支援センター ２ ２ 

北秋田市南部地域包括支援センター １ ０ 

北秋田市社協相談支援事業所 ３１ １３ 

合  計 １２４ ７７ 

 

 

６、在宅福祉活動の推進 

① 外出支援サービス事業 

年度 

地区名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

たかのす 
利用実人員 ８４ ７９ ８２ 

延利用者数 １,９４６ １,８２８ １,４３０ 

あいかわ 
利用実人員 ３８ ２９ 

３９ 
延利用者数 ５６７ ３４５ 

もりよし 
利用実人員 ３３ ２８ 

１,２５８ 
延利用者数 ６５５ ６３８ 

もろび苑 
利用実人員 ６ ６ ６ 

延利用者数 １３４ １３６ ９０ 

合  計 
利用実人員 １６１ １４２ １２７ 

延利用者数 ３,３０２ ２,９４７ ２,７７８ 

市からの委託事業で高齢者や障がい者（児）等で公共の交通機関の利用が困難な

方々の送迎を支援しており、利用者に大変喜ばれている。 

たかのす地区では、透析利用の方が入院され、大幅な回数減となっている。高齢者

の利用者は減少傾向だが、遠距離（大館、能代方面）の人が増えてきている。 

 受託事業だが、これまでの累積赤字が顕著であったことから協議を行い次年度の是
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正につなげた。 

 

② 食の自立支援事業  

年度 

地区名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

たかのす 
利用実人員 ７０ ９５ ７１ 

延 食 数 １１,７５７ １０,９４３ ９,８６４ 

あいかわ 
利用実人員 ２２ １６ ２０ 

延 食 数 ２,９３５ ２,４３０ １,８５２ 

もりよし 
利用実人員 ３９ ３６ ３４ 

延 食 数 ５,５７６ ６,３２６ ５,４７８ 

あ  に 
利用実人員 ２０ １７ １９ 

延 食 数 ２,１６５ １,３９９ １,３７５ 

合  計 
利用実人員 １５１ １６４ １４４ 

延 食 数 ２２,４３３ ２１,０９８ １８,５６９ 

３６５日の夕食の提供と安否確認の目的で実施されており、利用者からは味も良い

と喜ばれている。認知症の利用者が増え、配達方法も試行錯誤しながら在宅高齢者の

食生活を支援した。 

市からの受託事業となっているが委託料の見直しをはじめサービスとしての建て付

けが限界になってきていることから、提供方法や持続可能なサービスの在り方につい

て協議している。 

 

③ 緊急通報システム事業（あんしん電話） 

年度 

地区名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

たかのす 

設置 

世帯数 

１７６ ９０ ７７ 

あいかわ ４５ ４１ ３８ 

もりよし ２５ １８ １６ 

あ  に ２６ ２１ ２０ 

合    計 ２７２ １７０ １５１ 

例年より新規設置は少なくなっている。 

北秋田市の遺族相談センターで、あんしん電話設置の有無を確認することにより、

亡くなられた場合の機器回収につながっている。 

令和５年度は誤報等によって社協へ相談対応がくるケースは少なかった。あんしん

電話から救急搬送された件数も数件あるため、高齢者にとっては必要なシステムだが

機器も老朽化しているため今後の事業の継続について市と協議している。 
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④ 家族介護用品支給事業  

年度 

地区名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

たかのす 
利用実人員 ２３ ２０ ２１ 

延利用者数 １２６ １６５ １２９ 

あいかわ 
利用実人員 ４ ４ ４ 

延利用者数 ２０ ２８ ３６ 

もりよし 
利用実人員 ２ ２ ３ 

延利用者数 １３ １６ ２３ 

あ  に 
利用実人員 １ ２ ３ 

延利用者数 ３ ８ ３０ 

合  計 
利用実人員 ３０ ２８ ３１ 

延利用者数 １６２ ２１７ ２１８ 

支給対象者については要介護状態や所得により制限されているが、在宅で介護され

ている方にとっては経済的な負担の軽減につながっている。 

定期的に新規申込者があり延利用者数は増加したが、一方で昨年度と同様に支給対

象者の死亡や施設入所に伴い中止となるケースも増えており利用者実績は横ばいとな

っている。 

市からの受託事業となっているが、より効率的かつ効果的な事業実施方式の在り方

について市と協議している。 

 

⑤ 福祉の雪事業 

年度 

地区名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

たかのす 
登録世帯数 ４０５ ３９３ ３５９ 

延利用回数 ５,２８６ ３,４１３ １,５７０ 

あいかわ 
登録世帯数 １２７ １１５ １０１ 

延利用回数 １,５３４ １,０３４ ７１８ 

もりよし 
登録世帯数 １５２ １５７ １４０ 

延利用回数 ２,５３６ １,５７４ １,１０２ 

あ  に 
登録世帯数 １４３ １４３ １３２ 

延利用回数 ２,９５２ ２,２４７ １,５６９ 

合  計 
登録世帯数 ８２７ ８０８ ７３２ 

延利用回数 １２,３０８ ８,２６６ ４,９５９ 

除雪が困難な高齢者や障がい者世帯の冬期間において作業による身体的な負担軽減

だけでなく、精神、経済的な安心感につながっている。積雪量が少なかったことから

昨年と比べて約６割の実績にとどまった。 

市からの受託事業となっているが、より効率的かつ効果的な事業実施方式の在り方
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ついて市と協議している。 

 

 

７、介護保険等事業  

要介護状態になっても、施設や在宅において、適切な介護サービスを利用するこ

とにより、穏やかで安心した生活が送れるよう常に利用者の立場にたった相談援助

や質の高いサービスの提供に努めた。利用者の方の尊厳を大切にし、一人ひとりの

心に寄り添うきめ細かな介護に取り組んでいる。 

ここ数年にわたり介護職員の人材確保が課題となっていたことにより、これまで

のハローワーク等関係機関との連携による取組みのほか、インドネシアからの特定

技能介護人材を増員し合計で２３名介護職員を採用した。長く日本で働くことがで

きるよう細やかな支援に努めたい。 

 

① 居宅介護支援事業 

年度 

事業所名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

ひだまり 
利用実人員 ８６２ ９２０ ９２９ 

延利用者数 ４,７３１ ５,０２３ ６，３４５ 

あいかわ 
利用実人員 １８３ １４３ １４３ 

延利用者数 １,７０７ １,３８０ １,２５０ 

もりよし 
利用実人員 ２８９ ２３３ ２５８ 

延利用者数 ２,０９６ ２,００２ １,０３７ 

あ  に 
利用実人員 １７１ １４３ １３５ 

延利用者数 １,４３５ １,３２０ １,２３６ 

ケアタウン 
利用実人員 ３４２ ３３５ ３４６ 

延利用者数 ３,２４２ ３,２５８ ３,２０９ 

合  計 
利用実人員 １,８４７ １,７７４ １，８１１ 

延利用者数 １３,２１１ １２,９８３ １３,０７７ 

北秋田市内では廃止となる居宅介護支援事業所もあり、現在９事業所(法人内４居

宅含む)が稼働している。職員不足や若手職員の獲得が難しく、地域全体としてサー

ビス提供体制が困難な状況となっている。 

鷹巣地区では、在宅介護を受けていた方の施設入所希望が増加している。北秋田

市内の介護施設に空床が目立ち始めており、施設入所の流れが加速している。また、

新型コロナウイルス感染症の分類が５類に移行した事により、自宅での看取りを希

望するケースが減少している。介護を行う家族の高齢化の他、介護者自身が疾患や

障害を抱えるケースが増えている事で、本人支援だけでなく、家族支援も必要とな

っている。複合的な課題の増加により、在宅福祉サービスの充実が求められている

事から、多職種とのさらなる連携強化が必要となっている。 
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もりよし社協居宅介護支援事業所は安定した業務継続を行うためケアプランセン

ターひだまりと統廃合を行った。地域住民の戸惑いの声もあったが、従来通りの対

応が可能であることが周知され新規の相談件数に変動は見られなかった。 

阿仁、森吉地区は、在宅サービスに限りがあるため、相談内容としては施設入所

の傾向が強くなっている。 

合川地区は慢性的な職員不足のため、介護予防支援の受託が出来ず、また担当件

数の上限もあり、実績を伸ばすことが出来なかったが、令和６年度に向けて事業所

の統廃合を進め是正を図る。 

 

② 訪問介護事業 

年度 

事業所名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

北秋田市 
利用実人員 ４３１ ４６１ ４６５ 

延利用者数 ４４,２７４ ４３,２３４ ３４，９９７ 

もろび苑 
利用実人員 ４２ ４３ ３８ 

延利用者数 １２,３９６ １２,２０５ １２，５８１ 

合  計 
利用実人員 ４７３ ５０４ ５０３ 

延利用者数 ５６,６７０ ５５,４３９ ４７，５７８ 

各地区に副管理者を置き利用者・職員状況や地域の状況把握を図っている。昨今で

は市内でも訪問介護事業所の閉鎖があり、利用者の受け入れを行った。全国的にも訪

問介護事業所の閉鎖が相次ぎ高齢者の在宅生活の継続に大きな影響を与えている。ま

た、酷暑による体調悪化を懸念し、夏場に避難の為ショートステイを利用するケース

が多くなるなど季節的な変動も見られている。その他、例年になかった熊被害への懸

念があり外出介助を見合わせるなどサービス提供内容にも影響が生じた。 

また、腰痛等の事由により身体介護ができる職員数が限られてきており、身体介護

を行える職員への負担が増加するなどの悪循環が生じている。利用者個々の住環境の

違いなどロボティクス導入には様々な課題があるものの引き続き地域の事情にあった

改善策を模索していく。 

 

③ 自費訪問介護事業 

年度 

事業所名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

北秋田市 
利用実人員 ５２ ７５ ７１ 

延利用者数 ６８４ ５７４ ５１７ 

自費訪問介護サービスでは引き続き短期入所（ショートステイ）利用中の通院介助

が多くみられた。介護保険による訪問介護サービスと違い随時的な利用となるため普

段の様子が確認できず、医師から苦言を呈されることが度々見られている。契約上の

介護保険と異なりインフォーマルなサービスのため、ケアマネジャーや施設等の専門
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職と訪問介護事業所間の情報共有のしくみづくりをしながらのサービス提供となって

いる。 

介護保険サービスでは対応できないニーズに対しても柔軟に応じることができると

いう特性を生かしてサービス提供を実施していく。 

 

④ 通所介護事業 

年度 

事業所名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

地域福祉センター 
利用実人員 １１８ １１４ １１２ 

延利用者数 ８,５０９ ７,８６５ ７,２１４ 

つづれこ 
利用実人員 １０１ ９６ ９１ 

延利用者数 ６,５８７ ６,２４７ ５,４５７ 

森吉 
利用実人員 １４８ １２９ １０３ 

延利用者数 ８,８２２ ７,６０５ ７,６３４ 

もろび苑 
利用実人員 ３１ ２２ ５６ 

延利用者数 ２,０８２ １,３９６ ２,２３０ 

ケアタウン 
利用実人員 ９２ ９２ ９２ 

延利用者数 ６,６９２ ６,７０７ ６,４５４ 

サポートハウス 
利用実人員 ９９ ９２ ８０ 

延利用者数 ７,１６１ ７,０８３ ６,０４１ 

音彩くらぶ 
利用実人員 １２７ １２８ １２８ 

延利用者数 ８,７１５ ８,６５８ ９,３２５ 

合  計 
利用実人員 ７１６ ６７３ ６６２ 

延利用者数 ４８，５６８ ４５，５６１ ４４,３５５ 

在宅サービスの中でも交流や機能訓練の役割があるため新型コロナウイルス感染症

が５類に移行したあとでも感染リスクが高く休業措置を行ったり、利用制限や利用控

えが発生するなど稼働率に影響が見られた。施設入所の傾向が一層強くなり、加えて

入院に伴って利用中止になる方もおり、通所サービスは全体として利用者が減少傾向

となっている。一方で酷暑のため避難的に利用されるケースをはじめ、重度でも金銭

的な事由により施設ではなく通所サービスを選択される方もいるため、ニーズに合わ

せた受け入れ体制を強化していく。 

市内の複数の事業所閉鎖に伴い可能な限り利用者の受け入れを行った。特にもろび

苑のデイでは職員を補充し体制を整えて対応した。また、地域福祉センターや森吉デ

イでは日曜日を休業としているが、つづれこデイでも次年度より日曜日を休業日とす

ることとしている。地域事情と利用者ニーズ、職員の人員確保のバランスを考慮しな

がら事業継続を図っている。 

 サポートハウスでは酷暑の中、エアコンの故障によりサービス提供に大きな支障が

生じ実績が減少した。指定管理施設における突発的な大規模修繕への対応に追われた。 
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⑤ 訪問入浴介護事業 

年度 

事業所名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

北秋田市 
利用実人員 ５０ ６９ ７６ 

延利用者数 １,５６３ １,７６２ ２,１７８ 

看護と介護がチームを組んでケアにあたり、身体機能の維持、床ずれ防止など長く

在宅生活を継続していくには欠かせないサービスとなっている。地域ニーズに対応で

きるよう法人内の事業所と連携して職員体制を整え２台で活動している。 

新型コロナウイルスの影響により市内事業所が一時休止になった際に利用者を受け

入れした事もあった。期間限定で１２月末よりほぼ毎日利用希望の方がおり実績増に

繋がった。 

 

⑥ 訪問看護事業 

年度 

保険別 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

医療保険 
利用実人員 ６０ ６１ ５１ 

延利用者数 １,５２５ １,６５５ １,６４３ 

介護保険 
利用実人員 ９７ ８６ ８６ 

延利用者数 ３,５２１ ３,７１１ ３,２７４ 

合  計 
利用実人員 １５７ １４７ １３７ 

延利用者数 ５,０４６ ５,３６６ ４,９１７ 

地域の在宅医療を支えるサービスであり、今年度は１０件の看取りを行った。 

今年度看護職員１名減となったが利用者数はさほど減少なく、新規の依頼は多い。

医療保険対応の利用者が月３０名近く、難病・自立支援医療など公費との併用が増え

てきている。ターミナル期、精神、小児（幼児・重症心身障害）など幅広い利用者を

受け入れているため業務は煩雑となっているが、地域ニーズに応えていく。 

 

⑦ 福祉用具販売事業  

年度 

事業所名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

福祉用具センター 販売件数 ２４０ ２４８ ２４８ 

各居宅介護支援事業所や地域包括支援センター、当法人各施設とのつながりを強化

し、相談の受付や迅速な納品を行っていることで、在宅から施設利用者、教育施設、

障がい福祉の相談窓口である北秋田市社協相談支援事業所まで幅広い利用者等からの

問い合わせや購入依頼があった。また、地域ニーズに沿った在庫管理と福祉用具貸与

事業と連携を図っていくことで臨機応変な対応が可能な体制を取ることが出来た。今

後も引き続き福祉用具貸与事業との連携を強化するべく､連絡や相談を密に行っていく。 
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⑧ 認知症対応型共同生活介護事業 

年度 

事業所名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

グループホームふなみ 
利用実人員 ２１ ２３ ２５ 

延利用者数 ６,５０５ ６,４４３ ６,４１４ 

つづれこグループホーム 
利用実人員 ９ ９ １３ 

延利用者数 ２,８９８ ２,８７０ ２,７９０ 

グループホームあいかわ 
利用実人員 １０ １２ １１ 

延利用者数 ３,２８１ ２,８７３ ３,２６５ 

合  計 
利用実人員 ４０ ４４ ４９ 

延利用者数 １２,６８４ １２,１８６ １２,４６９ 

急な入院や特養入所に伴う退所が多かった。また、入院後、再入所の動向の見極め

が難しく次の入所判定会議まで時間を要してしまったケースや診療情報提供書作成に

あたり複数の医療機関での対応となるケースもあり空床を生じた期間があった。今後

は空床を極力抑える為、グループホーム間の情報の共有と併せて関係機関と連携して

引き続きスムーズな入退所に取り組んでいく。 

 

⑨ 小規模多機能型居宅介護事業 

年度 

事業所名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

だんらんハウス 
利用実人員 ２３ ２３ ２４ 

延利用者数 ５,１０４ ４,３１０ ４,５２７ 

新規利用者が少なく、施設入所や入院される方が多かったため、利用者数が伸びな

かった。居宅介護支援事業所との情報交換を継続し新規利用者の確保につなげていき

たい。 

 

⑩ 外部サービス利用型特定施設事業 

年度 

施設名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

もろび苑 
利用実人員 ４２ ４３ ３８ 

延利用者数 １２,３９６ １２,２０５ １２,５８１ 

養護老人ホーム入居者の高齢化によって、介護サービス利用を求めている方は多く

なっているため３５名の定員枠でサービスを提供している。１か月入院により利用中

止が長引く際、次の利用対象者を想定しながら業務を進めたことで例年通りの稼働と

なった。 
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⑪ 介護老人保健施設 

年度 

施設名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

ケアタウンたかのす 
利用実人員 １３８ １３３ １２９ 

延利用者数 ２８,３３７ ２７,５６７ ２６,８８０ 

８０人定員に対し入退所が１４６件、看取り１５名、在宅復帰率は３７.９％。入退

所が増える分、部屋の調整が必要で稼働率に影響している。施設での看取り希望の方

が重なったこと、越冬で在宅に戻られる方が多かったこと、また在宅復帰を進めたこ

とによって退所が先行し入所が追い付かなかったことから稼働率が極端に低下した。

空床解消のため７月に一部の部屋を開放して関係機関向けに見学会を開催し、老健施

設のリハビリ機能、医師による医療管理、在宅復帰機能及び復帰後の支援機能、ユニ

ット型個室の特長や個別ケアの実践について説明する機会を設けた。その後、空床は

解消したものの今後も在宅復帰を進めていくためには稼働の維持は課題になってくる

ため、支援体制の職員配置を強化し対応していく。 

 

⑫ 通所リハビリテーション事業 

年度 

施設名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

ケアタウンたかのす 
利用実人員 ９３ ９５ ９７ 

延利用者数 ６,６１２ ６,４５６ ６,５２４ 

利用者のリハビリに対するニーズは高く、年間を通し安定した稼働となっている。

リハビリ機器を完備しており、データ管理に基づくケアと利用者個々の能力に応じた

療法士によるリハビリを提供し、効果的な機能訓練を行っている。リハビリに関する

療法士の専門的な見地から利用者等の状況に関する情報を在宅ケアマネと共有し、在

宅での生活を支援している。 

 

⑬ 短期入所生活介護事業 

年度 

施設名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

ケアタウンたかのす 
利用実人員 ９５ ９９ １０７ 

延利用者数 １０,５９６ １０,４４３ １０,４９９ 

安定して新規利用の問い合わせがあり、待機者の方もいる。例年通り長期利用のニ

ーズが高い傾向がみられている。長期利用は短期入所の本来の活用ではないものの、

在宅主治医との連携を継続できること、定期的に複数の診療科を受診している方でも

入所できること、また、料金的事由や特養入所待機等の地域ニーズが背景にあること

から、可能な限り柔軟に対応している。 
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⑭ 福祉用具貸与事業 

年度 

事業所名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

補助器具センター 
利用実人員 ６０３ ６２４ ６３４ 

延利用者数 ５,３５７ ５,５５６ ６,５７３ 

施設入所、入院による利用中止があるものの新規利用者の数が上回っていることか

ら延べ利用者数が増加している。積極的に地域のサロンに出向き、ＡＤＬが低下して

も福祉用具（車いす、手すり、電動ベッド、歩行器）を効果的に活用することで自立

した生活が可能となることや、福祉用具をレンタルするための流れについての説明も

行うなどＰＲ活動を強化している。また、定期的に福祉用具の最新情報を関係機関に

提供した。 

 

⑮ 福祉用具安心サポート事業 

年度 

事業所名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

補助器具センター 延利用者数 ８５５    ８７７ ９８１ 

福祉用具安心サポート事業から福祉用具貸与事業への移行がみられる。今後も貸与

事業と併せて新規利用者確保に向けたＰＲに努めたい。 

 

⑯ 特別養護老人ホーム 

年度 

施設名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

つむぎの彩 
利用実人員 ８０ ７５ ８７ 

延利用者数 ２１,０６０ ２０,１５２ ２０,３８９ 

新型コロナウイルス感染症の影響により前半は稼働率９０％を下回ったが７月以降

は９４％～９８％稼働で推移、年間稼働率は９４％となった。 

新規入所者は３６名、退所者は２７名、施設での看取りは２５名。今後も特定技能

外国人への指導、育成を行いながらサービスの質の向上や稼働率を向上すべく各機関

との連絡や連携を密に図り、地域の皆様が安心出来る暮らしを提供していく。 

 

⑰ 特養空所利用型短期入所 

年度 

施設名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

つむぎの彩 
利用実人員 ２３ ６ ９ 

延利用者数 ２２２ ３２ ２３ 

 令和５年度は入院、看取りでの空床ベッドを２３３日間利用。新規受入れから特養
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入所へと移行出来るケースもある。今後も入院、看取りケースも増える予測を踏まえ

市内居宅介護支援事業所と連携を図り空床利用率が高まるよう働きかけていく。 

 

⑱ 地域包括支援センター事業 

相談関係 

包括名 

内 訳 

北部包括 中部包括 南部包括 

実数 延数 実数 延数 実数 延数 

総合相談支援業務 １，４８７ ２，０３９ ３３８ ６１９ ３８４ ４９０ 

権利擁護業務 １３ ２１ １ ２ １５ １７ 

包括的・継続的ケアマネ

ジメント支援業務 

６０４ ８６０ 
 

１６ １７ ６ ６ 

医療機関からの相談 １１３ １８２ ５４ ６８ ４５ ５４ 

会議・研修関係 

包括名 

内 訳 

北部包括 中部包括 南部包括 

回数 人数 回数 人数 回数 人数 

地域包括支援ネットワ

ークの構築 

７ ８ ９ ９ ７ ７ 

地域ケア会議 ７ － ３ － ６ － 

生活支援体制整備事業

（件数） 

６３ １９７ １１９ １４８ １２６ ４４０ 

認知症総合支援事業 ３１ ２３５ ５０ ４７２ ６０ ４６２ 

介護予防支援・ケアマネジメント 

包括名 

内訳 
北部包括 中部包括 南部包括 

新規契約届出数 ９７ ３３ ２２ 

内再委託件数 ９３ ２１ １８ 

給付管理数 ２，６６５ ９３２ ５２９ 

評価件数 ２６１ ９０ ２１ 

介護予防関係 

包括名 

内 訳 

北部包括 中部包括 南部包括 

回数 人数 回数 人数 回数 人数 

予防教室 ７２ ５５５ ３９ ４００ ２９ ２３２ 

在宅介護者交流会 １２ ２７ ４ ０ ６ ５ 

出前講座 ２６ ４０９ ８ ９０ ８ ８９ 

本人、家族、民生委員児童委員、介護支援専門員、医療関係者、行政関係者等から

介護、高齢福祉、認知症、医療、経済、金銭管理、高齢者虐待、消費者被害など様々

な相談が寄せられた。即日対応を心掛け、これらの相談をじっくり傾聴し、各専門職

が専門性を発揮しながら、チームとして相談に対応し、継続した伴走支援を行い、地

域包括ケアシステムの理念に基づき包括的に支援した。高齢化の進展、社会情勢から
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生活課題を抱えやすくなっており、相談数は高止まりしている。認知症や家族介護、

経済、権利擁護も含めて介護に関する相談が増加しているが、世帯に援助希求がなく、

セルフネグレクトへの対応については、本人の興味のある事、困りごとアプローチ、

手を離さず繋がり続け、信頼関係、見守り体制を構築し、本人の意思決定支援を最大

限尊重するように支援している。  

「介護予防教室」「介護者ほっとカフェ」「認知症カフェ」「チームオレンジ」、「出前

講座」、「生活支援体制整備事業」など、地域に出向き、生活習慣病、フレイル予防、

認知症との共生と予防のための知識普及を実施した。また、高齢者のニーズ、介護予

防や生活支援サービスの把握に努め、必要な方に社会資源とのマッチングをし、顔の

見える関係、ネットワーク作りを行った。 

今後とも関係機関との密接な連携により、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で最

後まで生きがいと尊厳をもって自分らしい暮らしができる地域包括ケアシステムの更

なる深化・推進に取り組んでいく。 
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８、障がい福祉サービス事業 

障がい者が自ら望む地域生活を営むことができるよう、支援の一層の充実を図ると

ともに、ニーズの多様化にきめ細かく対応するため、研修を通じてサービスの質の確

保・向上を図った。 

 

① 障がい福祉サービス 

年度 

事業所名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

居宅介護 
利用実人員 ２６ ２６ ２６ 

延利用回数 ２，５３５ ２，２３８ ２，６２７ 

重度訪問介護 
利用実人員 １ １ ２ 

延利用回数 ６ ５ ９ 

行動援護 
利用実人員 ９ ８ ８ 

延利用回数 ４７７ ４２６ ３４１ 

同行援護 
利用実人員 ３ ４ ４ 

延利用回数 ２５８ ３９９ ４７７ 

移動支援 
利用実人員 ５ ８ １１ 

延利用回数 ５１５ ４７４ ５１９ 

生活サポート 
利用実人員 ４ ６ ４ 

延利用回数 １２８ １２１ １４２ 

訪問入浴 
利用実人員 １ ４ ２ 

延利用回数 ５１ ８０ ５７ 

地福通所介護 

基準該当生活介護 

利用実人員 ７ ７ ８ 

延利用回数 ７９６ ７３３ ９３２ 

つづれこ通所介護 

基準該当生活介護 

利用実人員 ３ ５ ４ 

延利用回数 ３３７ ２７１ ４２１ 

合  計 
利用実人員 ５９ ６９ ６９ 

延利用回数 ５，１０３ ４，７４７ ５，５２５ 

・居宅介護、重度訪問介護、行動援護、同行援護、移動支援、生活サポート 

今年度は新型コロナウイルス感染症が５類に移行した事で、最流行期ほどの利用

控えは見られなかったが、それでも施設利用の際は感染状況に左右された。また、

行動援護や同行援護、移動支援サービスなどの外出系サービスについては、熱中症

警戒や熊の出没警報が発令された際は利用を控えるケースが多く見られた。 

６５歳になったことで介護保険サービスに切り替わり障害福祉サービスで利用し

ていた支援が受けることができなくなったり、利用者負担が発生したりと場合によ

っては暮らしが維持できなくなる、いわゆる障害者の「６５歳問題」に直面し、実

際に６５歳を機に施設に入所するケースも生じている。できるだけ地域内で支え合

いながら在宅生活が営めるよう相談支援専門員とも連携を図っていく。 
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・訪問入浴 

登録者は２名だが内１名は随時利用。定期利用されている方は、現在１名となる。 

・基準該当生活介護 

  利用実員数はほぼ横ばい。 

  介護保険における高齢者通所介護の利用者との一緒の利用となっており入浴をは

じめ、生活能力の向上のための援助となっている。介護者が高齢となっており障害者

世帯の今後の在宅生活のあり方や在宅のサービス資源に対する不安の声もある。次年

度、他の法人で開設する事業所もあり施設見学に行かれる方も見られた。若年層の利

用もあり、今後の課題は障害の特性を理解して頂きながら老若男女が共に安心、安全

に過ごせ交流を楽しめる場にしていけるよう関わっていきたい。 

 

② 相談支援事業  

年度 

事業所名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

北秋田市 

社協相談 

支援事業所 

特 定 
利用実人員 １４３ １４１ １５４ 

延利用者数 ９６６ １，００１ １，０６８ 

障害児 
利用実人員 ３３ ４３ ４２ 

延利用者数 １４１ １７９ １７３ 

一 般 
利用実人員 ７８ ８１ ７２ 

延利用者数 ７７２ ８０２ ７９１ 

合 計 
利用実人員 ２５４ ２６５ ２６８ 

延利用者数 １，８７９ １，９８２ ２，０３２ 

令和５年度は、利用実人員の伸びが若干であり、延べ利用者数の増加につながった。

比内支援学校たかのす校卒業生の計画作成に関わることが出来た。上小阿仁村からの

令和５年度末障害支援区分認定調査の依頼件数が多くなっている。 

 

 

９、指定管理施設運営事業 

市の条例及び関係法令に基づき、市から指定管理者の指定を受けている 7 施設（老

人憩の家ことぶき荘、地域福祉センター、サテライトステーションつづれこ、サポー

トハウスたかのす、森吉生活支援ハウス、養護老人ホームもろび苑、補助器具センタ

ーたかのす）の管理運営を行った。 

質の高いサービスかつ安全安心なサービスを提供すると共にサービスの拡大、施設

の有効活用や地域交流を図りながら効率的運営かつ管理運営費の削減に努めた。しか

し、施設の老朽化に伴う修理費の増加や一部器具・備品の更新など課題も在り、今後

も北秋田市と連携をとりながら適切な施設の管理に努めたい。 
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① 養護老人ホームもろび苑 

年度 

施設名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

養護老人ホーム 

もろび苑 

利用実人員 ５６ ５９ ５１ 

延利用者数 １７，７６７ １６，５３６ １７，８８６ 

年度当初は空床が生じていたが、下半期は満床の稼働に戻した。措置施設であるた

め入所判定が難しいところであるが市高齢福祉課と連携し待機者の確保に努めていく。 

 

② サポートハウスたかのす・北秋田市森吉生活支援ハウス      

年度 

事業所名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

サポートハウスたかのす 

利用実人員 ２３ ２３ ２０ 

延利用者数 ６，９６２ ６，９９７ ７，１２６ 

地域交流事業 ０ １７９ ６７ 

北秋田市森吉生活支援ハウス 
利用実人員 １９ １８ ２１ 

延利用者数 ６，０８９ ５，５７３ ４，９０８ 

合  計 
利用実人員 ４２ ４１ ４１ 

延利用者数 １３，０５１ １２，７４９ １２，０３４ 

＜住居提供事業＞ 

サポートハウスは満床となっているが、森吉生活支援ハウスは２人部屋のニーズが

なく空き部屋となっている。入退所は随時市役所と連携しながら対応している。入居

者の高齢化に伴い介護度や認知症の症状が進行し、自立での生活が困難なケースが増

えているため、日常生活の安全確保に努めていく。また、状態の変化に合わせた円滑

な入退所について、市役所やケアマネジャー、ご家族等との連携を強化していく。 

＜地域交流事業＞ 

住宅改修期間での利用、また家庭内虐待による緊急避難としての利用があった。 

 

③ 老人憩の家  

年度 

施設名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

ことぶき荘 
開館日数 ３０４ ３２０ ３４９ 

延利用者数 １，９８０ ２，２９９ ２，６２２ 

新型コロナウイルス感染症の状況が落ち着いてきたことにより、利用回数・利用者

数の増加につながった。 

エアコンが設置されていないため、猛暑対策として指定管理施設連絡調整会議にお

いてエアコン設置の協議を継続している。 
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１０、児童福祉の推進 

① 児童館の運営 

年度 

児童館名 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

鷹巣児童館 延利用者数 

幼児 １３８ １３ ３ 

児童 ８，１１５ ９，７８９ １１，７９２ 

大人 ４０ ３９ １９ 

太田児童館 延利用者数 

幼児 １ ２３ ６ 

児童 ５，３０９ ３，８１９ ３，８２２ 

大人 １ ３１ １８ 

綴子児童館 延利用者数 

幼児 ２ ３ ６ 

児童 １，７５３ １，４１４ １，５９３ 

大人 １６ ２５ １４ 

合  計 延利用者数 

幼児 １４１ ３９ １５ 

児童 １５，１７７ １５，０２２ １７，２０７ 

大人 ５７ ９５ ５１ 

コロナ５類に移行してからも感染症対策を継続し、行事も各館と連携して取り組む

ことで利用増となった。酷暑のためプールや動的な遊びに支障をきたす日もあったが

熱中症指数計での計測結果を掲示し見える化を図りながら静的な遊びの中でも楽しく

遊べる工夫をした。 

 今年度は熊の出没の為、太田児童館では１０月～１１月は下校引率を行い、鷹巣児

童館では集団下校での来館となった。また鷹巣、綴子児童館では休館を余儀なくされ

る日も数日あり各小学校や警察等の関係機関と連携し安全確保に努めた。 

 配慮を必要とする児童については関係機関と連携して情報共有をし、安心して過ご 

せる居場所づくりに努めた。 

 

② 児童クラブの運営 

年度 

児童クラブ名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

鷹巣小児童クラブ 

延べ利用数 

１７，８５３ １９，４９２ ２１，８９６ 

清鷹小児童クラブ １２，０８１ １０，２９１ １１，７８６ 

鷹巣東小児童クラブ ４，２７３ ４，０１４ ４，２５５ 

綴子小児童クラブ ６，５６１ ５，２５７ ５，８３７ 

合  計 ４０，７６８ ３９，０５４ ４３，７７４ 

各クラブではコロナ５類移行後も感染予防に努め、鷹巣小児童クラブでは引き続き

異学年での感染予防の為各部屋の過ごし方を工夫した。鷹巣小、清鷹小児童クラブは

１年生の登録人数が増えたことと５類移行後のクラブ利用が増え各クラブの利用増に

繋がった。 

今夏は児童館同様プールや動的遊びを制限せざるを得ない日もあったが遊びを工夫
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し安定して過ごせるよう配慮した。今後も異常気象や熊問題など子どもの健康、安全

安心に留意していきたい。 

支援を必要とする子の利用も増えており関係機関とのケース検討会等で子どもの理

解を深め適切な支援に努めた。 

 

③ 子育てサポートハウス「わんぱぁく」の運営   

年 度 

区  分 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

つどいの広場 

延利用者数 

３,６４０ ４,２００ ６,３１３ 

一時預かり ２９４ ２５７ ２５０ 

病児保育 （休止）０ （休止）０ （休止）０ 

病後児保育 １ ０ １ 

電話相談 ３２ ６１ ６３ 

来所相談 ８２ １０２ １１５ 

見学他 １,１３７ １,１２７ １,１４５ 

合  計 ５,１８６ ５,７４７ ７，８８７ 

つどいの広場事業では常設のお下がりコーナーやフリードリンクコーナーの設置、

絵本の貸出・誕生手形サービスも実施し創意工夫を加えながら利用しやすい環境を整

えた。また、保健センターに出向き４か月健診対象にパンフレット配布を行うなど新

たなＰＲ活動も展開した。保護者からはこどもの相手だけではなく日頃の悩みや相談

を気軽にできて嬉しいという声もいただいた。利用者視点の心配りや対応を心がけ大

幅な利用増、相談増につながった。 

一時預かり保育は生後３か月から受け入れしており引き続き保健的で安全な環境の

中で、情緒の安定を図り感覚の発達を豊かにする保育を目指しニーズに応えていく。 
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１１、共同募金運動への協力 

【赤い羽根共同募金運動】   

年 度 

 

募金種別 

令和４年度 

（件数） 

令和５年度 

（件数） 

件数差 

令和４年度 

（募金額） 

令和５年度 

（募金額） 

金額差額 

目標額 -  10,000,000 10,000,000 

達成率 -  92.9％ 91.0％ 

戸別 8,981 8,548  ▲433 7,391,811 7,046,067 ▲345,744 

法人 133 131 ▲2 674,000 644,000 ▲30,000 

学校 17 15 ▲2 195,202 191,283 ▲3,919 

職域 28 39 11 669,559 668,048 ▲1,511 

街頭 2 1 ▲1 17,938 14,802 ▲3,136 

イベント 2 7 5 3,550 220,768 217,218 

個人 19     20 1 60,305 85,356 25,051 

その他 111 96 ▲15 274,522 233,754 ▲40,768 

合  計 9,293 8,857 ▲436 9,286,887 9,104,078 ▲182,809 

目標額１０，０００，０００円に対し９１．０％の達成率となった。 

市内でのイベント開催に伴い、赤い羽根にぎわい事業として出店し、募金活動を実

施、イベント募金の増加につながった。 

通年型募金として市内企業・店舗の卓上募金箱の設置を依頼しているが、今後新た

に協力いただける店舗や寄付付き自動販売機の設置についても検討していきたい。 

 

【公募による福祉活動応援事業】 

年度 

内 訳 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

申込団体数 ２１ ２５ ２９ 

申込事業数 ２２ ２６ ３０ 

助 成 額 ２,１９９,２４２ ２,５９４,８６４ ２,５３７,４７１ 

令和５年度より、前年度の北秋田市内での募金実績において各地区の募金割合で助

成額を設けた「地区助成」、事業対象地域が市内全域となる団体に対する「全市対象」

に申請段階より分けて実施した。 

広報での周知や説明会の開催によって、申請する団体も増えてきている。地域の福

祉課題解決のために活動するボランティア団体や自治会に対して資金面で応援し地域

の活性を図ることができた。 


